
各地で話題の病害虫

エン ドウ萎凋病(仮 称)

学 名:Fusarium oxysporum f. sp. pisi

英 名:Fusarium wilt of pea

平成14年2月 に愛知県東三河地区のサヤエ

ン ドウほ場において、急激に萎凋枯死する症状

が発生し、愛知県農業総合試験場が分離した

Fusarium oxysporumと 思われる糸状菌をエンド

ウの根部に接種したところ、病原性が確認され

た 。

分離菌は 、横 浜植物防疫所調査研究部 により、

平成14年11月 に 日本 では未記録のエン ドウ萎

凋病菌(Fusarium oxysporum f. sp. pisi)と同定

され 、愛知県は平成15年1月31日 付 けで本病

に関する病害虫発 生予察特殊報 を発表 した。

本病は土壌及び種子伝染性 の病害 で 、南 アジ

ア 、ヨー ロッパ 、旧 ソ連 、北 アメ リカ 、大洋州

等世界に広 く分布 してお り、我 が国 ではその侵

入を警戒 し、発 生地域 か らの栽培用エン ドウ種

子の輸入に際 しては輸 出国での栽培地検査 を要

求 している。

エン ドウを侵すフザリウム病として、我が国

ではエンドウ根腐病(Fusarium solani f. sp. pisi)

が報告されているが、詳細に比較したところエ

ン ドウ萎凋病とは病徴の発現が異なり(表)、栽

培ほ場で見分けることができるようになった。

愛知県内のエン ドウ栽培地で病害虫防除所、

普及センター、JA、 植物防疫所等関係機関が

協力して調査したところ、渥美半島で発生して

いること、数年以前から発生していた可能性が

あることが分かった。また、その後の調査で静

岡県の一部でも発生が確認されている。

本病は品種により病原性や病徴が異なる11の

レースが知られ 、被害が激しく経済的に重要な

ものはレース1、2、5、6と されている(本

誌52号)。 我が国に発生した本病のレースは未

確認であるが、愛知県の調査では栽培されてい

たサヤエンドウ5品 種すべてで発病が認められ

節間中空部の気中菌糸

発生ほ場

表 エンドウ萎凋病 とエン ドウ根腐病の比較

茎の節間 側根と地際部 導管部

・地際部の枯れ細 ・側根の発達は普 ・導管部の変色は
り部から地上部の 通で 、地面 から簡 下部節から連続的

エンドウ

萎 凋 病

最長約20節 程 ま

での節間中空部に

白色の気中菌糸の

単に抜けな い。 ま

た 、地際部で簡単

にちぎれることも

に20節 程度 まで

認められる。

繁茂が認められる。 な い。

・茎の節間の高い ・側根の発達は貧 ・導管部の変色は

位置に菌糸の繁茂 弱で 、苗は抜けや 主 として地際部で
エン ドウ はない。 すく 、地際部で簡 あり、高位節 から

根 腐 病 単にちぎれる。 の検出はまれ であ

る 。

導管部の変色
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た。本病の防除には抵抗性品種の導入が効果的

と考えられていることから、今後の試験研究に

よるレースの解明が急がれる。また、土壌消毒

により土壌中の菌密度を低くすることが重要で

あり、愛知県農業試験場はエンドウに登録のあ

る薬剤の薬効薬害試験でクロルピクリン2剤

(クロピクテープ及びクロールピク リン剤)の

防除効果を確認し、平成15年8月6日 付けで

農薬登録の適用が拡大された。更に輪作や種子

消毒、残さ処理などを含めた総合的な防除対策

を確立するため、愛知県、独立行政法人農業技

術研究機構野菜茶業研究所及び植物防疫所は診

断マニュアルの作成、検出技法、種子消毒法や

物理的 ・化学的土壌消毒法の開発、生理生態

(発生消長 、発病条件等)の 解明及び抵抗性品

種の選抜等の課題を分担し、試験研究への取り

組みを開始した。

これまでの発生調査の結果、愛知県及び静岡

県の一部地域に本病の発生が確認されたが、こ

れらの地域では採種、育苗及び栽培ほ場におい

て他の土壌病害と同様の予防対策を的確に行う

ことにより、被害を抑えることができる。また、

未発生地域では、予防対策とともに早期発見の

ための啓蒙指導に努めることが重要である。

カラタチヒメヨコバイ(新 称)
学 名:Empoasca cienka Dworakoska

本種は 、1985年 に是永 らにより果樹試験場興

津 支場(現 果樹 研究 所 力ン キ ツ研 究部 興津)で

行 ったカンキツに寄生するヨコバイ類の調査で 、

マ メノミ ドリヒメヨ コバイ 、ウスバ ヒメヨコバ

イとともに確認され 、我が国未記録種Empoasca

sp.とされた。この未記録種は 、2002年 埼玉大学

林 正美教授によ りEmpoasca cienkaと 同定され 、

2001年 に和歌山県のモモの萎凋新 梢から採集さ

れた種 と同一であることが判明 した。

カ ラ タ チ か ら採 集 さ れ た 成 虫 の 体 長 は雄

2.7mm、 雌2.8mm、 頭部 の突 出程 度は 中位 、体

は淡緑色である。外観 は近縁 のマメ ノミ ドリヒ

メヨコバイに類似するが 、雄 の挿入器 の突起 の

先端が より暗色が強 く、わずかに二叉 して広 が

ることで区別 できる。

本種はカラタチやカンキツに寄生するヒメヨ

コバイ類の中で優占種であり、次のような生態

が明らかになっている。カンキツの樹上や周辺

の雑草上で、成虫態で越冬し、4月 になるとカ

ラタチやカンキツ上で産卵を始める。卵はカラ

タチでは葉脈や新梢内の組織に沿って産み込ま

れる。1～2ヶ 月で新成虫が発生する。その後、

夏の間はカラタチやカンキツでの寄生は見られ

なくなる。秋に再びカンキツへ飛来し、冬期を

通して樹冠内に成虫が寄生する。

カンキツでの被害は、秋に飛来した成虫が果

実の油胞の周囲の組織を吸汁することによりお

こる。吸汁部が陥没し、褐変して障害果となり、

商品価値を下げる。モモでの被害は、夏に確認

されており、本種が寄生する新梢は先端から褐

変し、枝元の葉も葉色が薄くなり、被害の激し

い新梢は萎縮する。

本種の我が国での分布の詳細は分かっていな

い。防除するうえでは、夏から秋にかけての生

育場所を明らかにすることが重要で、今後の調

査が待たれる。

(地際部は腐敗しない)
エンドウ萎凋病

(地際部は腐敗する)
エンドウ根腐病

地際部の比較

エンドウ萎凋病発生調査地点(愛 知県豊橋市、田原町、渥美町)

早生温州での被害 　 成虫及び幼虫
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